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市
内
の
高
校
生
が
「
自
分
を
か
え
る
」

「
地
域
を
か
え
る
」を
合
言
葉
に
、
地
域
の

た
め
に
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

昨
年
10
月
に
発
足
し
、
18
人
の
高
校
生

が
自
ら
主
体
と
な
っ
て
、
地
域
を
知
り
、

地
域
を
よ
り
良
く
し
た
い
と
い
う
思
い
の

も
と
、
半
年
間
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

   鹿沼かえる組とは 　
市
で
は
、
市
内
に
在
校
・
在
住
す
る
高
校
生
の
将
来
的
な
定
住
化
と
、
新
た
に
地
域
・

市
民
活
動
を
担
う
後
継
者
の
育
成
を
目
的
に
、
高
校
生
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

「かえる新聞」を発行しました！

　高校生が自分たちで活動をまと
めた「かえる新聞」は、市ホーム
ページをご覧ください。

▲「鹿沼かえる組」メンバーと地域のサポーターの皆さん。

令
和
３
年
度
の
活
動
記
録

①
遠
足

～
地
域
を
知
る
～

　

ま
ず
最
初
に
取
り
組
ん

だ
の
は
、「
地
域
を
知
る
」
こ

と
。「
も
の
づ
く
り
」「
ま
ち

な
か
」「
し
ぜ
ん
」
の
３
つ
の

視
点
か
ら
、
地
域
の
人
々
と

か
か
わ
り
、
地
域
の
魅
力
を

発
見
し
ま
し
た
。
地
域
の
人

の
温
か
い
心
に
触
れ
る
こ
と

で
、
こ
の
ま
ち
を
も
っ
と
素

敵
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う

思
い
が
高
ま
り
ま
し
た
。

②
企
画

～
鹿
沼
市
が
も
っ
と
素
敵
に
な
る
た
め
に
は
～

　
地
域
の
魅
力
を
さ
ら
に
輝
か
せ
る
た
め
、「
つ
く
る
」「
体
験
す
る
」「
盛
り
上
げ
る
」「
集
ま

る
」の
４
テ
ー
マ
で
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
企
画
を
行
い
、
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ものづくり班は市
内の事業者に話を
聞きました。

まちなか班は根古屋
路地などを訪ねまし
た。

しぜん班は西大芦地
区の取り組みについ
て調べました。

◀市ホーム
　ページは
　こちらから
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　「鹿沼かえる組」は、令和４年度も鹿沼をかえる活動に取り組みます。今年度は、高校生が地域を盛
り上げるイベントを手作りで開催する予定です。６月には新メンバーの募集が始まりますので、高校
生の皆さんの参加お待ちしています。一緒に鹿沼を盛り上げていきましょう！

「ＮＰＯ法人かえる舎」

(左)斎藤和
かず

真
ま

さん　(右)辻井まゆ子さん
鹿
沼
の
魅
力
を
再
発
見
で
き
ま
し
た
！

自
分
を
変
え
て
、
鹿
沼
を
変
え
て
、

鹿
沼
に
還
ろ
う
！

園
その

部
べ

奏
かな

海
み

さん

③
商
品
開
発

～
思
い
を
カ
タ
チ
に
～

　

発
表
会
で
選
ば
れ
た
新
商

品
開
発
の
企
画
に
基
づ
き
、

市
内
の
㈲
黒
田
養
蜂
園
様
の

協
力
の
も
と
ブ
リ
ュ
レ
ド
ー

ナ
ツ
を
開
発
・
販
売
し
ま
し

た
。

展示会を開催します！
　これまでの活動の結果をまとめた展示会を開催します。
と　き　５月31日㈫～６月12日㈰　　ところ　図書館本館

黒田養蜂園（村
井町）のはちみ
つを 使 用した
ドーナツ。

こんな企画が発表されました！
・地元の素材を使って新しい商品

を開発。
・オープントップバスで四季ごと

の観光を。
・空き家を活用して地域コミュニ

ティ創出。限定100個のドーナツは、

約３時間で見事完売！

　地元の学校に通っている学生
ですら知らない鹿沼の魅力を発
見し、さらにそれを地域の方々
と協力して発信していくかえる
組での活動は、とても貴重でや
りがいがありました。

 「自分をかえる、鹿沼をかえる！」高校
生のみんなの可能性に期待しています！
一緒に鹿沼を盛り上げていきましょう！

活動のコーディネーター

かえる組初代組長

メンバー募集
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